
こんにちは！

2006.09.08

わたしは日本に来ました！＾ー＾
これは日本語で投稿されたものです

劉 艶峰さんの日記



生活の大部分を占めるもの

2006.09.27

今日は27日、中国にいる友達の誕生日で、彼に連絡できるかわからないけど彼に祝福を送ります。同じように彼からも多くの勇気を得られるように。今はまずここからしか言
うことができないけど、誕生日おめでとう!
ここの生活は中国での生活とそんなに大きく違いない。ただ突然幼稚園から高校まで進んだようで、多少どうしたらよいか分からな
い。最も連絡を取り合いたい人たちと電話でも話せなくて、恋しく思いながら過ごす、この状況が生活の大部分を占めるようになった。ちょっと前にわかったことなんだけど、
4年間培った知識はどんどん無駄なものに思えてくる。元の生活は変わっていくこともあるんだということを知るべきだね。ハッハ
ッ ここの先生達はみなさんとても親切で、
中国にいた時に知りあった最も親切だった先生たちより親切で、心の中に湧き上がってくるほんわかとしたぬくもりがあって、とてもよい感じ。
ここの先生は最大限のサポー
トをしてくれる。インターネット利用の問題については半月間も先生たちをわずらわせてしまっているので非常に申し訳ないと思っている反面、とても感動しているんだ。
1年
というのは実のところそんなに苦しいわけじゃない.
別れた友達のことはとても気になるけど、特に沖縄にいる球さん、一度連絡くれないかな。僕とキミのお母さんはキミが沖
縄で台風に吹きとばされちゃったのではないかと心配してるよ。そんなことはないだろうけど！ハ、ハ、ハ。じゃあ、1ヶ月に少なくとも1篇出すようにしよう!
友達のみんな、
遊んで楽しいからって僕のことを忘れるなよ!
毎日楽しくて、万事思いどおりいきますように。
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友達よ、イライラしてはいけない

2006.10.28

小さな山の頂に位あるこの高校は、百年の歴史があり、校風は素朴で、先生もみな優秀だ。こういうことは建前である。もちろん事実もあるけれど、言わずにいれないこともあ
る。すぐに心の奥にしみた。
　　日本に来てあっという間に二ヶ月が経ち、やっと慣れてきた。もともとぼくは草のような性格の持ち主だと思っていた。どんな環境にも順応
し、風向き次第でなんとでも適応できると。こういうことは温室の中の花だけであって、保育器の中の赤ちゃんこそがしなければならない。2ヶ月の貴重な時間に得るものがな
にもなくなってします。また、ここの先生は僕が来たばかりのころには色々なことを僕にするように求めたけれど、とてもとても寛容な姿勢で見守ってくれた。ここでは友達は
お隣同士のように仲良く接してくれる。友達とふざけあうことが欠けてはいけない。体育のバスケットボールがなくてはならない。はは。全てのことがまるで僕の家で起こって
ることのかのようだ。楽しいし、リラックスもできる。先生も怒ったりなどせず、学生に対して平等に扱う。外国から来た学生だからといって厳しくしたり、学校から離れて住
んでいるからといって特別扱いしたりということがない。中国の名門校だってここまでできるのはなかなかないと思う。
　　日本の空は澄み渡っている。この下関は、更にそ
うで、山には青い竹が生い茂り、雲は遥か果てしなく流れて、雨が多い気候は江南のようだ。晴れ晴れとした青空は朔北のようだ。全てここの素朴さと落ち着きを映し出してい
るようだ。もし日本に来なければ、なぜ発達している世界の経済大国の重要な港が小さいな村のであることに納得できるだろうか。来た当時、自分は高層ビル郡に行くという錯
覚をしていた！
　　だんだんここの人のいない大通りが好きになってきた。ここが好きになってきた～。大きなモーターの音は、スピーカーの耳に突き刺さるような音じゃな
い。ここの大通りで落ち着き払った顔つきのおじいさんやおばあさんに出会うことが好きだ。賑やかな市街区に生活しているが、繁華街の騒がしさがない。これが今の僕の生活
している町だ。
　　生活に本当の意味で適応することが必要だ。慣れないということは、何が食べれて何が食べれないことや、アレルギーでできものができるということでは
ない。むしろ文化的背景によって心の奥深くでなんともいえない微妙な感情を生み出す、たぶんそういうことなのだろう。
　　くどくどとこの文章を書いたけれども、ただ遠
くの異国の地にきてしまった、近ごろ連絡の取れない友達が心配だ。もしも君たちが不満に思ったり、もしくはがっかりしているとしていても、静かに待って下さい。
　　発
見そのものが実は美しいと感じる根源なのだ。
（訳文）
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学校内…

2006.11.15

11月3日 晴れ
今月始め、最高に嬉しいことがあった。中国にいたことから、日本の学校にはそれぞれに“祭”があるということを聞いていた。日本の学校がこういうものをこん
なふうに開催してくれるなんて思ってもみなかった！
学園祭は僕たちが来た、つまり開催2ヶ月前から準備が始まっていた。このために教師と学生が全員で36000羽の鶴を折
り、校舎の正面に“challenge”形に飾られた。僕もたくさん折った。しかも日本の鶴折名人の人たちをうならせるほどの、5羽折りの“神業”を習得した。だけども、これはなんて
ことはない。普通だ。僕達の所属するコースが終わってから、学校にはほとんど人の姿が消える。それは、その時から学園祭準備が始まるからだ。そして僕達は早退の人となっ
てしまう。それぞれの教室では吹奏楽、打楽器、合唱などの心地よい練習の音が、夜空に星が輝くまで続けられた。ふだんはあまり世の中を知らない、自発的じゃない、勉強を
一生懸命せずに大勢で集まって雑談に興じている彼ら。それがどうしてこうなにも気力やモチベーションを持ってやれるのだろう、全く持って謎だ。ずっと待ち望んでいる学園
祭が行われることでしか、この謎を解くことができないだろう。
学園祭は、どんなものだろう？僕ずっと考えていた～その全体像がこの日に明らかになった....
“空気には、甘
く、酸っぱい。ん？それにしょっぱくて、辛い。なんでこんなにおいしそうな匂いが漂っているんだろう。何をしてるのお～！学園祭だよ～なんでかバイキングの食事に出かけ
たみたいだよ？”僕はいまいち合点がいかなかった。学校が全体がおいしいレストランに変わったみたいだ。開幕式に参加しなければならない。すたすたと歩いていった。聞く
ところによると、なにやら茶家をやるらしい。昼食の時には僕が当番になったらしい。僕はかっこいいし、魅力的だから、たくさんのお客さんを見込めるからだな。いい匂いを
嗅ぎながらよだれが出そうな中、他の人にお茶を運んだりするのはちょっと..あれ～？なんで行っちゃうの！僕にそのことを教えてくれた友達は行ってしまった！しかたない。
とりあえず“つまらない”開幕式(そのとき僕はそう思っていた。でもしばらくしてから僕はこの考えを根本的に変えることになった)を終わらせてから、それからボランティアに
駆り出されなる。ああ～～～
とても静かだ。いや。厳かだ～！校長先生が壇上で話をしていて、僕以外の全校数百人の学生がびっくりするような呼吸音を発した。“針が地面に
落ちてもその音が響くような”雰囲気の中で...私が驚いている間、退屈に一日が過ぎていっている時に、ものすごい歓声が爆発した。僕がぼんやりしていたときに、バンドが突
然演奏を始めた。ノリがよくて、深い意味が込められていて、音痴の僕でさえ音楽が国境を越えることが実感できた！私は口をあけたまま呆然としていた。そんなときある人が
僕を茶家の“出勤”へとつまみ出した～～。
　　“本当に？終わった？”僕は怒り浸透の面持ちで、壁の端に立っていた後輩に聞いた。彼は言いにくそうにうなずいた。僕の心の中
で”怒りの炎”が燃え上がった。そりゃ僕はそんなに仕事がそんなにできなかったよ。コップもいくつか割ったし、お茶を注ぐときにあたりにこぼしたし、何回もお客さんの頼ん
だ飲み物出し間違えそうにもなったし、お水をイスの上に零しもした....でもこんな風に僕を追い出すことはないじゃない。僕はまだ仕事をやり終わってないんだよ！僕は心の
中で怒り狂っていた。でもそんなことを日本語で言えるはずもなく、無念さが心に広がったとき、ふと壁にある時計を見た.....本当に時間になったのだ....日本の学校は留学生が
アルバイトをさせないために外出が許されていない。しかし僕の来日の大事な目的の中の一つに、アルバイトの体験をすることがあった。だからこそ、今日の体験では時間が過
ぎるほど興奮してしまったのだ。40分間の当番はあっという間に過ぎた。だから、その後輩が日本語が分からないし、効率よく働けない僕をいバカにして、僕を早く追い出そ
うとしていると勘違いしたのだ。あ～大きな誤解だった。さっと身を翻して、すぐに立ち去った....
遠くまで走っていってから、腹の虫が大きな音でなったこと！はあ～そいう
えば朝ご飯を食べていないまま1時まで我慢してしまった。ほう～精神的な満足が空腹を解消してくれるのかな？昔の人は本を読むのに寝食を忘れるという。僕はそれを体験し
たことになるだろう。でも本当に何か食べるものを探さないといけなくなってきた。校庭ではいろいろなブースが用意されていて、自分のものではなくなったような唾液腺に、
僕はもう我慢できなくて、あたりかまわず突進していった.....“本当に、とても、おいしい。。。”おかしいなあ、口は飲み込む時間がないほどに動いているのもかかわらず、頭
ではちゃんと飲み込むように命令が下されているらしい。ものを考えるときにはやはり口も止まるもんなんだなあ.....
ご飯をたらふく食べたら遊びはじめるとするか。僕はふら
りふらり、ある階の展示室にやってきた。もともとこの学園祭は世界の難民を支援するためのものだ。世界地図が注目を集めていた...
主会場に戻ると、また思った。僕は、ま
たもや、一足出遅れたあああ！感動的な音楽とともに、一人一人きれいな服を身に付けた可愛い女の子たちが赤いじゅうたんに沿って現れた。僕の口は、驚きで4倍の大きさに
なった。和服、モダン、ウエディングドレス.....なるほど、よだれが出るのはおいしいものを食べるときばかりじゃないのか....
学園祭のファッションショーが終わった後、才
能溢れるソロピアノの演奏があり、幕が降りた。学園祭はみんなのそれぞれの思いの中でゆっくりと終わりを迎えた.....
先生の高邁な演説もなく、とても退屈な大義名分の発表
もなく、全部が全部、最初から最後まで、会場の中で座っている人たちにいい思い出を残していった.....
ここでは、本当に学生が主役なのだ。
（訳文）
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こんな“単調”な食事ははじめてだった！

2006.11.17

11月8日
　　初めて食事がこんなにも“単調”に感じられた！
橋本先生が来てくれた。へへへ。長い間音沙汰がなかったから、僕は忘れられた子だと思っていた....555~~~今は
大丈夫。橋本先生が来たら全く変わった！どうして僕たちが外で食事をしたいとわかったのだろう。ここの中国留学生は３年近く待っているけれど、まだ河豚に出くわしていな
い。羨ましすぎた彼らは、もうどうしようもない叫びをあげていた。
　　橋本先生は僕の本当の家族になったようだ。向かい合って一緒にご飯を食べるとき、僕たちにどうや
って食べるか、どれがおいしいか、口に合うかどうか聞いてくれた....暖かい気持ちが心にしみわたった。来た当初のいろいろな慣れなかった思いを溶かしてくれた。ただ先生
たちにもう一日長くいてほしかった。もっと僕たちといっしょにおしゃべりをしてほしいと思った。僕はあぐらをかいて座っていて、ぼうっとしてしまう感覚に襲われそうにな
ったので、すばやくテーブルの上のフグに気を向けた。青い浅葱と透明な刺身、サクッとした衣と柔らかい白身魚、小さな鍋の中には透明のスープが香る.....見入ってしまう。
ははは。僕を知っている人なら不思議でしょうがないはずだ。僕は食べれるものなら何でも野獣が如くがつがつ掻きこんでしまう部類の人間だ。友達よ、不思議に思わないでく
れ。もし君らがこの小さなお皿やお椀を見たら、前の僕をどうこう言うこともなくなると思う。ああ。まだ秘密を一つ、誰にも教えていない。あの食事の最大の感動は見ること
だった。実は食べ始めたら、あんまり河豚の味を感じられなかった。フランス料理流の素材の味を生かす技を学べばさらに良くなったのになぁ、ははは！
　　　へへ。この食
事は、身内が東京に帰って行く気持ちを少しばかりよくさせてくれた。夕闇の中、橋本先生が去っていくのを見送ると寂しい気持ちがどっと押し寄せてきた。また来てください
ね！！僕の家族たち！
（訳文）
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戴帽式

2006.11.29

11月28日
音楽は鳴り響きく。冷ややかなモッコウの香りが満ちているホール内。白い影がひらりと舞う。軽やかに見えながらも、重みをたたえている。
それぞれの時間の中
で、彼女たちは、死と深い関係を持つことになるだろう。世の中に死と近い距離の仕事といえば、軍人と、そして彼女たちだと思う....
　　あふれ出る色よりも、雪のような白
を選んだ人たちがいる。
　　人を魅せる香水よりも、消毒液の匂いを選んだ人たちがいる。
　　誰もをひきつける外見よりも、秘められた死の酷さを選んだ人たちがいる。
　　
明るい笑顔よりも、青白い面持ちを選んだ人たちがいる。
.......そういう人たちがいる。
これはただの普通高校の戴帽式だ。しかし、いまだかつて感じたことのない感覚になっ
た。若く美しい顔がろうそくの光のもとで、彼女たちのやさしさと暖かさが照らし出された。冷たい空気が去り、温かさに包まれたようだった。僕と同じ年齢なのに、他の人に
微笑みをふりまかなければいけない。笑顔と暖かさを必要としてる人々の心に、ろうそくをともさなければいけない。
静まりかえるとまた悲しげな音楽が流れ出した。真っ白
な看護婦帽がそれぞれの頭にかぶせられた。目の前はろうそくの光で埋め尽くされた。その中で厳かに宣誓がされた：すべては人のために.....
僕も同じように緊張しながら背を
伸ばして座っていた。耳を傾けたとしても、誓いの言葉の中にはわからない言葉がたくさんあったはずだ。そのことを、忘れていた。国境も言語の違いもない白い世界の中にい
た....写真を撮り忘れ、時間を忘れ、更には異国の土にいることも忘れてしまった....
この時から僕は知った。僕の心の中で新しい彼女たちの姿が浮かび上がった。どこにいても
微笑みかけてくれる..
白衣の天使...
（訳文）
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今日一日解体工になった.....

2006.12.09

改めてここに来て、昨日の事が一秒前に起こったことであるかのように思われる....
先生は僕達を自動車工場を見学しに行った。もちろん僕は興奮した。ワクワクしながら先生
と一緒に最上階から回った。僕はとても驚いた。僕達の上から少しずつ下がっていくと、この数日間の雨のせいか、エアコンがないせいか分からないけれど、一番下の階は日本
独特のホラー映画に出てくるような恐ろしい場所だった。がらんとした仕事場に、雨粒が天井を打つ音が心臓の鼓動と重なり合うようだった。薄暗くて不気味で、冷え冷えとし
て、180cm近くの男の僕がはや歩きになってしまった.....
同じ仕事場で、12時間だけの違いなのに、こんなに違うなんて。僕を驚かせた。今日無理して二回目にここに来た。
僕は大きい仕事着を着て、とても暖かくて、初めて来たの時のような冷たい風を感じなかった。（もちろん僕はハンサムだからどんな服でも似合うけどね！ハッハッ。写真をア
ップしたよ）真っ白な手袋をして、僕の“助手”の振強と自動車コースのクラスメイトと一緒に銀色に光っているエンジンから黒光りする“ぼろ”をおろした.....
子供のころに不思
議なものを想像する習慣があった。あたたかいストーブの傍で暖を取っていると、ストーブの中で火の子が踊りまわるのを見ていて、頭のてっぺんの天井に落ちる雨滴の音を聞
いてた。もう妄想をとめられない。少年時代に飛び返って、新しいおもちゃを壊してお母さんに怒られた時代に飛び帰った。心はの窓の外の混沌とした空の小雨のようだった。
さわやかで心地良く、それなのに少しのどんよりとした雰囲気.....
どれだけ少年時代の楽しさを振り返っても足りない。故郷から遠く離れた異国の中で僕は探しついた。これも
もしかすると高僧の隠居者が言った“縁”なのだろう！
どのくらい過ぎたか分からないけれど、僕がゆっくりと頭を上げて窓の外を眺めたとき時、やっと雨がすでに止んでいた
ことに気づいた......
（訳文）
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僕はパティシエになった.....

2006.12.13

また楽しい一日だった！
　　広い調理室。部屋全体が清潔な白で統一され、女の子の大げさな笑顔を見ているとワクワクしてくる。心の中で純粋な楽しさが広がる。それから
空気に甘い香りが漂っていて、それと一緒に僕の心に幸福感が満ちてくる．．．
　　僕は稀少動物と同じように、調理実習の稀少動物の二人の男子が一組に分けられた。そし
て、ドキドキの初めての調理実習が始まった。けれども、これが僕に“不幸”を予言していたことなど、その時はいざ知らず。
　　一番前の先生が流暢な日本語を使って、数十
の料理の専門用語を並べた。見事な手つきだ。僕は耳をそば立て聞いていたけれど、しばらく聞いていたら耳が痛くなってきて、そして諦めた。僕が分からなくても他の二人が
いるから、彼らに教えてもらえばいいやと心の中で考えていた。ははは。僕の英断に興奮していた時、先生は始めるように指示した。僕も始めるほかなかった。
　　“何する
の？”，僕はすぐに聞いた。あら〜！ふと見ると、むこうにいる2人が驚いて、卵を押し込めるほど口を開けた後、仕方なしに口の筋肉を動かすのが止めた。僕が何も聞いていな
いことを確認した後、やっと気を落ち着けた後、冷静に“ケーキ　を　作るんだ　よ”と教えてくれた。状況が芳しくないので僕は、頭をもたげて気違いのように3つの卵をかき
混ぜた．．．．
　　．．．．．．
　　30分間の努力の後、僕達はチヂミのようなケーキをオーブンに送り込んだ。180℃で15分加熱した。この15分間に、私は驚くべきこと
を耳にした。僕と一緒にケーキを作ったのは、このクラスの中で料理が最も、一番に、できない輩だった～！
　　案の定、ケーキをオーブンから取り出した時、みんなが言っ
た事は嘘じゃなかったことに気づいた〜！ケーキは膨らむときに割れてしまった！日本人のクラスメイトが中国人の友達の作ったケーキを記念に撮影しようと集まってきた時、
僕は本当に穴を探したくなったよ、それでも最高の“苦笑い”をした。彼らに良い印象を残そうと画策した．．．
　　最後、僕の後にいたぽっちゃりしたMM将が自分のきれいな
ケーキをひとつ僕にくれた。そのことに感動して涙をこぼすところだった。もしあの人のことを考えなかったら、本当に飛びかかって彼に抱擁しているところだったよ！（ベイ
ビー、怒らないでね）
　　追伸：みごとに出来上がったケーキは細心の注意を払って教室まで運んだ。虎や狼のようにお腹をすかせたクラスメイトがきれいさっぱり平らげ
た。気づけば、ケーキがひとかけら残るばかりだった。それが僕の心を慰めてくれた〜〜〜５５５５〜〜
（訳文）
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冬のご光臨の前の温かみ

2006.12.20

天気は日ごとに寒くなってきた。海辺の街での雨の秋、故郷の江南のようだ。本当は冷ややかな深い青の暗い空が、人の心を重くさせるものでしょう、だけど僕の心は日ごとに
暖かくなってきている……
　　僕の“苦労”して食欲の沸かないクッキーの原料がレンジにいれられた。清潔なレンジの中で濃い黄色の光を散りだした。クッキーは光の下ゆっ
くり回転した。まるで僕を心の中のこの季節に溜まった湿気を全てかき集めて、ここでゆっくりと解き放っているようだ。ひとつひとつの見慣れないあたたかい笑顔に出会う
と、どうして自分で作り出した孤独の中で頑固にもいつづけるのか、分からなくなる。君たちの、僕がこの土地いるがゆえにで簡単に会えない友達、君たちは温かさに包まれて
いることに気づいてる？僕のように遠くから君たちが幸せであるように願う人がいることを。
　　何日か前、寒かったからだろう、頭が裂けるように痛かった僕はベッドの上
で何度も寝返りしていた。驚いたことに窓の外では、雪の華が舞いだしたことに気づいた。たちまち、雪は勢いを増して、空もどんどん暗くなっていった。故郷の揚沙の天気そ
っくりだ。元来、空中の砂ぼこりが雨滴に含まれて雪になっただけになのに、無数の故郷を離れた旅人の望郷の思いを作り出していた。頭痛が少し良くなった。心の中には柔ら
かいところがあって、ゆっくりと燃えていた。同じ空の下、僕達は一人ではないことを教えてくれた。
　　クリスマスが近い。一年間の努力に結果が着いてくる。千年前のイ
エスも人に苦しみを与えることによって温かさを理解させようとした。今僕の心は温かさで満ちている。どうして一家団らんを必ずする必要があるのだろうか、どうして故郷へ
帰らなければならないのか？
　　はは。僕のクッキーができた。甘い幸せ。同じようにここで暮らしている友達、きみ達は感じている？
（訳文）

劉 艶峰さんの日記



家庭訪問１

2007.01.05

12月25日
　　その前の2日間は事務長の家に滞在したけど、これは私にとって初めての家庭生活の体験です。
　　初めてのことだから経験がありません。緊張してまたあこが
れて、興奮してまたどうしたらよいか分かりません。
　　事務長の家は私に自分の家にいるような感じをあたえてくれて、必要なものははすべて手の届く場所に置いてあり、
学校にいる時のように無理矢理朝起きることもないし、寮の食堂のように時間を過ぎるとご飯がなくなることもないし、先生の事務室でコンピュータを使うときのように遅くま
で使えないということもない．．．すべてすべて“家”にいるようで、自分のしたい事を楽しくすることができて、長い間食べてなかったケンタッキーを食べて、横たわってソフ
ァーの上で昼寝します．．．お客さんに対するような堅苦しい感じもなく、なんでも話し合えるし、事務長の奥さんと12時まで話をしていることも．．．
　　長い間このよう
な親切に触れることがなく、どこに行って何を見学して、またあるいは2日悶々としていた問題がたいしたことはないということを知って、あの孤独なイブの気がふさぐ気持ち
を薄めて、この郷里から離れた郷里にてやっと不安な気持ちが落ち着いたから少し休むことにしよう
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家庭訪問2

2007.01.05

2月31日
　　今日校長先生の家に行きました。
　　校長先生がとても忙しかったのか、それとも先生達の計画だったのか、要するに今度は自分一人で電車に乗って見知らぬと
ころに行かなくてはならなかったのだ。迷子になったり、電車に乗り間違えたり、乗り越したり、どこに同様にいずれも私をこのよく知らない環境の中で〜を失って心配しない
ことに迷わせますか？恐らく誰も信じません。
　　でも良かったのは、順調に到着して、ふだんは気難しそうな校長先生に会えて、ひとつが仕事着の足を着てゴム長靴の“ほほ
ほ〜”の直楽の慈悲深くて優しいお年寄りを踏んでいることになって、感じは普通の親切さではありませんて、小さいときから隣家の隣近所の家に住んでいるおじさんなよう
に、かんしゃくを起こすことはできなくて、私と碁をうち、カルタで遊びました．．．
　　寝ていないで怠惰な眠りになって、とても早いのは登り始めて年末のもちをして、
ほかほかするもち米、〜どん1金槌の1金槌は打ち続けて、始まるのはまた打ちます偏って、石のうすのに当たって、数十の下でその後意外にも数十年のコーチを打ったことと
技術の高低をつづり合わせることができましたと、私をありのままにひとつ興奮させて、更に興奮したのは、校長の夫人と娘は私達にギョーザを作って食べさせてくださった。
とても良い味、ただにんにくが足らなかった！　人様のお宅でご馳走になっているのだから、図々しくはできないので、諦めたけど～
　　引っ張ってもちの打つのがだるくて
痛い腕を打って、乗車して寮に戻って、荷物を片付けた、なぜかというと、晩に館長の家に行くから。
　　今日はとても疲れて、しかしもちつきは楽しくて、本当に良くて、
新年を祝って、やはり今日は10何人かの人のようなのが比較的ににぎやかです〜
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家庭訪問3

2007.01.13

館長宅で一週間お世話になった。リラックス。気を使って息苦しくなることはなかった。
とても楽しかった。1キロ太った。
そして、外との接触がなくなった。
だからこそ寮
に帰って怒られた。
もうすぐ彼らに会える~~~用意ができたら楽しく年越しをする。
その楽しみがすぐ来るように。
20日、５、６００人の前で話すことがあった。とても緊
張した。
成功するだろうか、
でも失敗しても大丈夫。どのみち初めてでもないし、
怪我をすればするほど自然と強くなる。そうでしょ？
でもそれでも頑張りを見せないと。
上手くいけば賞品か賞金があるかもしれないからね！
へへへ、友達頑張れよ~~~
（訳文）
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1月20日 今回はちょっと恥ずかしいです.....

2007.01.23

この日、市のセンターで開催された弁論大会に参加した。弁論に参加したのは10人だけで、それに中国人だけだったけど、審査委員はほとんど皆60歳以上の言語学者みたいだ
し、彼らの後に座って、見たところ僕と振強以外の8人は大学生みたいだし、本当に緊張した。僕の一張羅のスーツは汗でびっしょりになって、顔を赤くした僕はまるで母豚に
キスされたように恥ずかしかった......
僕の順番が２番目になってるのを見て、いったい誰がこんな非良心的なことをするんだと嘆いている内に、１人目はすでに舞台に上がっ
ていた。青いチャイナ・ドレスを着て、まるで今からお嫁に行く女の子みたいに、興奮してるけど、自信に満ちている感じ。彼女は悠然と語った後、簡単に会場から拍手喝さい
を浴びて、意気揚々と自分の席に歩いて戻り、私の横に座ってふっと息を吐いた。.....その時飛びかかって彼女の興奮を押さえつけてやりたい衝動に駆られたが、立派な男は女
とはあらそわないと思い返してこらえたさ。たいへんなのは、次か自分の番だということ、順番を読み上げるおばあさんが私のテーマを発表した......
“お願いだからもうちょっ
と笑った方が身体のためにもなるのに。みんな7、80代のご高齢なんだから…”僕は心の中でつぶやいた。機嫌が悪いのかどうか知らないけど、演台下の10数人の審査委員は皆
とても厳しい顔つきをしている。更に悲惨なことに僕が必死になって10日以上かけて大脳皮質に刻み込んだ原稿が、頭から全部ふっとんでしまったのだ！結局、僕はちょっと
深呼吸して、軽やかに口を開けたものの、そのまま何も声が出なくなってしまった......
その後どうなったかはみんなのご想像のとおりだろう。僕はひきつった笑顔のまましゃ
べっては、時々深々とお辞儀をして（台上の原稿を見て）、どもりまくりながらも生まれて初めての国際的な弁論大会を終えた・・・・。
講演が終わり、僕はすっかり国際的
に面目を潰した思いがし、帰る道中、ゆっくりと自分を諭した。自分は見ての通り政治的才能はないし、中国で言葉は遊びでやってるだけじゃん！交流する時にはいつも問題が
あるんだから、それを使いこなすのは大変だよ。笑い者にならなかっただけマシだ！なんだかんだ言いながらも奨励賞として4000円の賞金をもらっちゃった！ハッハッ、考え
れば考えるほど思いどおりになって、帰りの車の中ではヨダレを垂らしながら眠ってしまった....
でも、もうちょっと面の皮が厚ければ、もっといいんだろうけどなあ。
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僕の世界に冬はない

2007.02.09

2月、雪が舞う
一日一日が瞬く間に過ぎていった。日本での生活も6ヶ月目に入った。もうすぐ新年だ。抑えるきれない望郷の念が僕の胸の中に広がり始めた。乾いた空気。透
き通る青空。両手を合わせても皮膚の感覚はなく、ただざらざらとしていている。心の中では大きな砂嵐が吹き始め、自分の心が行き場を失う。そして、突然あかぎれから血が
にじんだ~~ 南部の海の街を、雪が覆った。
日本で、北海道以外の地方でこんなにたくさん雪が降るなんて想像できない。一晩雪が降り続いた後に、また一晩降った。大きな
雪の花びらがそっと降り積もった。曲がりくねった道や山頂に、山の中腹にある学校まで、積もっている。校舎のいたるところに雪が広がり、ベランダにたたずんでいる僕の目
には、空一面に舞う雪の華がそれぞれ濃さの違う純白色に見えた。それは僕の目の温度があたりに溶け込んでしまったのか、それとも他の原因なのかはよくわからないけれど。
ぼんやりと、故郷を離れた僕たちのような旅人の心の中に雪は積もっていった。
この雪は、他の記憶と同じように、強烈な思い出になった。
日本に来てから初めて病気にかか
った。ずっと待ち望んだ雪の到来で、病気もどこかへ行ってしまった。治ってからは、怠ける理由がなくなってしまったので、体を動かすことにした。関節はグキグキと音を立
てたあと、体は完全に治った。
僕の故郷を懐かしむ気持ちを慰めた雪の後、いつも変わらず一日中僕の頭の上に輝く太陽に感謝した。僕の愛する人と僕を愛してくれる全ての
人が、いつもの場所で僕を待っててくれることに感謝をしたい。
春が来る前の2月の雪~~
本当は、僕の世界には冬はない。最近は秋より少し寒く、春よりの少し手前~
(もう
すぐバレンタインデー。もうすぐ会えるね。外見に変化があっても、どんなに時間が経っても変わらないものもあるはず！)
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梅雨

2007.06.08

北の町で生まれて、いままで10数年間に、厳しい日差しを受けました。かつての泉の町で生まれたため、水に対する親近感が体中に溢れている、いつも南方の水郷に憧れて、
小雨は延々と続いて、湿っぽい空気、もちろん、水のような美女もとても慕う。
江南へ行ったことがないが、しかしもうすぐあの水郷のやさしさを感じることができます。梅
雨は来て、秋の雨より延々と続いて、夏の雨よりやさしい。いま私はほんとに毎日梅雨が期待してます。何日後、やさしい梅雨が来て、すぐに孤独な異郷人を慰めるようにしま
しょう。
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田植えの感想

2007.06.13

丘、水田、やさしい稲
の苗、清風は顔にふ
いて、ヤナギの腰
をかがめて恥(前)を隠す顔。
私の直起の腰、4寸ほど長いのさなえは私の目の前に軟らかくなった泥に、風で魅力
的弧度に押して寄せられます。みんなまるで快活に笑い、はしゃいで、私の手の中にまだ自由になってない仲間を呼んでいるように見えました。そのとき、私の手の中にいる子
達も雀躍して飛び出しになりそうで、私はそのまま待っていられなくなって、彼らの本来の郷里に戻ってあげました。毎回彼らが命の元の感謝を私の手に伝わってきた、彼らは
自分の王国を作り上げ、繁栄、境界線を越えて、私の心房に突進しました。騒ぎもなく、これら生命が私の心の底に芽生え、一部かつて鉄筋コンクリートようなものも崩壊して
いきます。かつて愛のため、特別に残していた汚れてない心も、再びとても鮮やかに輝く生命力に煥発して、ゆっくりと自分にも、この町にも、望みを持ってきます。
緑でけ
して大きくないこの町に蔓延していきます。
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梅雨のご光臨

2007.06.20

下関の第1回目の梅雨は終わって、空はまだ青空に戻ってなく、雲も普通の真っ黒ではありません、白くて、とても柔らかい綿あめのように、私の孤独な心を淡く微かな慰めが
あらせて、時間があれば、この柔らかそうな雲を見るのは私の日課になりました。
空は雲霧緲、雨の後、空気はまるでやさしい女の子のように、淡く微かなすがすがしい香り
で私のほとんど麻痺している鼻を潤して、一瞬、この瞬間だけ、世界はとまったように、私はあの雲をはっきり見れるように……
あの綿のような雲は海の彼岸の小山の山頂に
止まり、山頂の突っ込んだ苦痛を辛抱して、自分の漂泊した体を維持して、雲は千万の海里を漂って、最後に疲れ果たして無名の小山の頂に止まりました。何回か努力したけ
ど、最後に、雲は妥協してしまいまして、すべて絶望になりました。それから軽微なわき返って、雲はまるで満足しないで、しようがなくて、最後に小山の周囲でぐるぐる回っ
て、すべて感動に変わって、たぶんあの若い小さい丘が苦痛な雲を慰めたと思います。私は遠くマンションのベランダに立って、不思議に目の前のすべてを見ていました、雲は
手を伸ばして、そっと小さい丘を抱擁して、かつて彼の漂流を邪魔した小さい丘がこんなに良いところを発見しました。疲れきて漂泊の力がなくなった雲は最初で最後自分が永
遠にそのまま残りたいという願望が気がついた、自分が最後の生命が自分に支えてくれた、安穏な小さい丘に愛をあげること望んで、幸福が芽生え始めます……この時、運命の
車輪が“からん”回し始めた。真と純を喜ぶながら探している雲は少しも空の変化を気づいていないで、自分で迅速で重々しくなってきます。空気1回、“ka~”のほんの少しのニ
ュースはよけて、，雲は刺される破れている水球のようで、1のちくちくという流失、二度と絶えずこのような衝撃を通じて(通って)、一日の2日間3日…後、雲は行って、小山
はやはり同様にそこで立って、更にただ緑になりましたようなだけ。
雲は結末私達まで(へ)決して知っていないことを始めますとすぐに当てるのではありませんか、知ってい
るなこと、彼は彼が最も人を魅惑する時消えてなくなって、恨みも後悔もしないで、あの若い緑色の中で自由自在に書いて、永遠の離れないで見捨てません。
私は、多くの人
はすべて1つの綿の雲で、自分の本当と純粋さの中で、微小なものの光、最後の愛情と思っています。
すべてすべて消えてなくなる時に、空の果てはまた1篇の逸脱を撒き散ら
した羽毛の類の雲が漂ってきて、とても速くて、しかしそれはすぐに宿命の追跡を過ぎることができますか？誰がまた知っていますか？
でも、翌日、梅雨はやはり来ました。
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本当に長い間ご無沙汰しました

2007.11.27

本当にとても長い間登場しませんでした～～学校から戻ってすぐ一心不乱に復習してる中、日本での1年間の幸せな暮らしが、却って不真面目な結果を味わせくれてるようだ。
だからここで空港で私達を涙で見送ってくれた交流センターの先生にお礼を言うのと同時に、今日本で交流活動している留学生達に、注意を促したい：
君達が遊んだり観光し
ながら交流してる時も、くれぐれも帰国した後に立ち向かわねばならないの事をみんな忘れないように。くれぐれも有頂天にならないように。１期生の、牛牛は 心から促した
い！
本当に交流センターの先生達が懐かしい。橋本先生、小島先生、富檻先生~~とても懐かしい。今になって、東京の空港で、橋本先生の涙に光った目が、よく夢の中に現れ
ます。日本で二十歳の誕生日をも迎えた。分かれては出会ったり、集まっては散っていく事を直視すべきだ。でも交流センターの先生の僕にしてくれたご配慮は、一生涯忘れる
ことはないでしょう。
交流センターの先生、皆さんを愛しています！
決して僕達のことを忘れないでください、やんちゃな子供達のことを~
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